
明治学院大学 2012年度公開セミナー開催のお知らせ
主催 国際学部付属研究所

2010年末にチュニジアから始まったいわゆる「アラブの春」は、新しい中東

の誕生を予感させつつも、現在、試行錯誤を繰り返しています。この潮流に

ついて、文化、政治、経済、地域といった多様な角度から考えていきます。

明治学院大学国際学部の教員達とゲストが、それぞれの専門的立場からアプ

ローチを試み、独自の視点からの「アラブの春」理解を提示します。

国際学部付属研究所長
涌井 秀行

時間　16：45～18：15（開場16：35）
　　　　　※第3回のみ 16：45～18：45

会場　明治学院大学 横浜キャンパス

● 無料、事前申し込み不要です。直接会場にお越しください。
● 大学構内および近隣に駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

WEBでもご覧いただけます  http://www.meijigakuin.ac.jp/~iism/

2012年度公開セミナー

第1回  11月 6 日(火)
 この国の｢革命｣は続く―そしてボクタチ―

 田原 牧 (東京新聞)　×　勝俣 誠 (明治学院大学)   

第2回 11月13日(火)
 核軍縮問題における“中東”―日本はどう関われるか―

 川崎 哲 (国際交流NGOピースボート）　×　高原 孝生 (明治学院大学)

第3回 11月20日(火)
 シリア内戦と民衆（仮題）

 青山 弘之 (東京外国語大学)
 奥田 敦 (慶應義塾大学)　　   

×　平山 恵 (明治学院大学)

第4回 11月27日(火)
 世界につながるイスラーム

 イディリス・ダニシマズ(同志社大学)　×　大川 玲子 (明治学院大学)

後援 戸塚区役所

９号館  ９１２教室予定（定員200名）

お問合せ先  　国際学部付属研究所  
 ℡.045-863-2267
 FAX.045-863-2272

JR 戸塚駅東口バスターミナル 8 番乗り場より、
江ノ電バス「明治学院大学南門」行きに乗り、
終点「明治学院大学南門」にて下車（乗車約7分）

交通アクセス



大川 玲子　
おおかわ・れいこ　1971年生まれ

明治学院大学准教授
専門：イスラーム思想研究（コーラン研究）

『イスラームにおける運命と啓示』
(晃洋書房 )
『図説コーランの世界 写本の歴史と
美のすべて』（河出書房新社）

Idiris DANISMAZ　
イディリス・ダニシマズ  1975年生まれ

同志社大学大学院助教
専門：イスラーム地域研究、トルコに
            おけるイスラーム文化

「東日本大震災と在日トルコ人による支援」
『トルコを知るための53章』（ 明石書店）
「アナトリア・スーフィズム論の射程 」
（『イスラーム世界研究』第１巻2 号）

田原　牧　
たはら・まき　1962年生まれ

東京新聞（中日新聞東京本社）
特別報道部デスク
専門：中東地域研究

『中東民衆革命の真実』（集英社）
『ほっとけよ。』（ユビキタスタジオ）
『イスラーム最前線』（河出書房新社）

勝俣  誠　
かつまた・まこと　1946年生まれ

明治学院大学教授
専門：国際政治経済学 ､アフリカ地域研究 

『脱成長の道』編著（コモンズ）
『「沖縄問題」は「南北問題」』(藤原書店）
「ポスト開発時代を視野に入れた研究
アジェンダを」 『貧困のない世界を目指して』(同友館）

高原 孝生　
たかはら・たかお　1954年生まれ

明治学院大学教授
専門：国際政治学・平和研究

「核軍縮を『みんなで考える』」
（『PRIME』34号）
「日本の安全保障と核軍縮への道」
（『現代の理論』第 21号）

川崎　哲　
かわさき・あきら　1968年生まれ

国際交流NGOピースボート共同代表
専門：非核・平和運動

「脱原発世界会議」『原発のない世界の
つくりかた』（合同出版）
『平和学を学ぶ人のために』共著
（世界思想社）

青山 弘之　
あおやま・ひろゆき 1968年生まれ

東京外国語大学准教授　
専門：現代東アラブ政治

「『蘇生国家』レバノンにおける紛争再生産
のしくみ」『紛争と国家形成』
（JETROアジア経済研究所）
『現代シリア・レバノンの政治構造』共著
（岩波書店）

平山　恵　
ひらやま・めぐみ　1961年生まれ

明治学院大学准教授
専門：国際保健、社会開発

「『声なき声を聴く』踏査のために 」
『開発を問い直す』（日本評論社）
「フィールドワーク調査（踏査）の
再検討」　『貧困のない世界を目指して』（同友館）

奥田　敦　
おくだ・あつし 1960年生まれ

慶應義塾大学教授　
専門：イスラーム法およびその関連諸領域

『イスラームの豊かさを考える』
（ 丸善プラネット ）
「シャリーアの包括性について」
『生と死の法文化』 （国際書院）


